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マルクスの統計の一面

一『資本論』における英国農業労働者賃銀――-

福 留 久 大

目 ‘h ／人

1. 錯誤の訂正

2. 変転の軌跡

3. MEG  A 版

1． 錯誤の訂正

針の孔をのぞいてみる

人間は意義を喰わねばならない動物である，

と言う。確かに，有意義なことを追い求め，意

味不明なことを忌避するのが，人の常である。

このような人間の性質は，著述の実際におい

てもしばしば見受けられるところである。たと

えば，自己の見解を展関する本文部分について

は，その重要性を認めて，細心の注意を配りな

がら執筆する，だが，その主張を裏づける統計

数字については，付属的価値しか認めずに，等

閑に付す，という事例である。読者の側でも，

著述された議論の筋を追うのには熱心でも，そ

の議論を支える統計数字にまで丹念に目を通す

ことは稀である。そのために，誤まった表示や

意味不明の数字が記載されることになり，さら

に長年月にわたって訂正されないままに，再生

産されることにもなる。

ここでは，『資本論』における一例を紹介し

てみたい。著者マルクスが原表を転写する際に

不注意により誤りをおかしたか，あるいは転写

する際には正確でもその後の印刷段階で誤植が

生じたか，そのいずれかのために，誤った数字

の表記がなされたと考えられる例である。この

例においてはマルクスは出典を明記しているの

であるから，原表を一覧して訂正するに何ほど

の困難もないと思えるにもかかわらず， ドイツ

語による各版でも，また各国の翻訳版でも，誤

りを繰り返し，種々の混乱を惹起しているので

ある。

以下，筆者の書くことは， すべて趣味に堕

し，針の孔目をのぞくがごとき好事詮索に陥る

こと必定である。従って，経済学的には何ほど

の意味も有しえない話題であるが， しかし，人

間の性情のある一面を知るには，多少の価値を

有する挿話にはなりうるであろう。

二組の泥棒が喧嘩する

『資本論』第 1巻「資本の生産過程」第7編

「資本の蓄積過程」第23章「資本主義的蓄積

の一般的法則」第 5節「資本主義的蓄積の一般

的法則の例解」 e 「イギリスの農業プロレタリ

アート」のなかで，マルクスは次のような文章

を記している。

「穀物法廃止の虹前の時代は，農村労働者

の状態に新たな光を投げかけた。一方では，

ブルジョア的煽動家たちが関心を持ったの

は，あの保護法がどんなにわずかしか現実の

穀物生産者を保護しなかったかを証明するこ

とだった。他方では， 工業プルジョアジ一

は，土地貴族の側からの工場状態の非難につ

いて，ー一この根本的に腐敗した無情で紳士

ぶった怠け者の，工場労働者の苦悩にたいす

る見せかけの同情や，工場立法にたいする彼

らの‘外交的熱心’やについて， 憤怒に沸き

たっていた。二人の泥棒が喧嘩すれば必ず何
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か良いことがおこる， というのは，

学 研 究

イギリス

の古い諺である。そして事実，両派のいずれ

が労働者を最も破廉恥に搾取するかという問

題を巡る支配階級の両分派の騒々しい激越な

喧嘩口論は， いずれの側においても真理の助

シャフッベリー伯，別名アシ産婦となった。

ュリー卿は，貴族の反工場的博愛戦における

急先鋒であった。 そのため彼は，

ら1845年にかけて，

1844年か

農業労働者の状態に関

する“モーニング・クロニクル”紙の暴露記

事のなかで，愛好の題材となっているのであ

る。当時最大の勢力をもつ自由党機関紙だっ

たこの新聞は，農村地方に特派員を送った。

この特派員たちは， 一般的な記述や統計に満

足せずに，調査した労働者家族だけでなくそ

の地主の姓名をも公表した。次の表は，プラ

第 50巻 第 1• 2号

ンフォード，

う近接3箇村落で支払われた賃銀を示すもの

である。 これらの村落は， G.バンクス氏と

シャフッベリー伯との所有に属している。こ

の‘低教会派'

ウィンバーンおよびプールとい

の法王，

派の頭目が，バンクス氏と同様に，

犬賃銀のうちから，再び相当の部分を家賃と

いう口実で奪い返していることが認められる

であろう。」

マル・エン全集をみる

上の文章に出ている

このイギリスの敬虔

「次の表」

労働者の

が問題であ

る。現行のマルクス ・エンゲルス著作集，所謂

マルクス・エンゲルス全集 (MARX-ENGELS

WERKE) 

巻で，農業労働者の賃銀と家賃に関する「次の

の第 23巻にあたる『資本論』第 1

表」を見ると，次の表Aの通り。

ー表A- （原表ー付表 1)

I I I全家族
児窒，家族成員数 大人週賃銀 児童過賃銀 ，過

| 

a -I --b--j 1 週収入 ， 
c d e | 

- - - -- -- --

第一の村落

家

f

賃 1家賃差引後の 1

週賃銀 I 
i g : 

一人当たり
週賃銀
h 

--

I I I sh. i sh. d. I sh. d. I sh. d. I sh. d. ! sh. d. 
2 | 4 : 8 -- 8 - | 2 - | 6 - | 1 6 

3 5 , 8 | - - 8-i 1 6 i 6 6 i l 3½ 
2 4 I 8 , - -- 8 -- 1 1 -- , 7 -•_ 1 1 9 

2 4 : 8 9 - - 1 8 - | 1 — , 7 - 1 9 

6 8 7 1 6 | 10 6 i 2 - | 8 6 1 % 

3 5,  7 2 - 7 -- ' 1 4 ・ 5 8 I 1 1½ 
-- I -- -・ --------'---―-―-------—-------• --

第二の村落
-- - — •----- -- ---------
6 i 8 
6 | i ! ，  

7 l 1 6 9 10 -- ： 1 6 8 6 1 1 % 

8 ! 7 ' 1 fl i 7 - i 1 3½ i 5 8½ | - 8½ 

8 10 | 7 l - - i 7 - i 1 3½ | 5 綱— 7
4 6 | 7 - - 1 7 - 1 娼 5 5½ | - 11 

3 | 5 i 7-- 7 - : 1 6½ , 5 5% 1 1 1 

第三の村落

- - i 7 - ＇ 

2 - { 11 6 i 
2 6 ! 5 - ! 

「ロンドン・エコノミスト」 1845年 3月29日号， 290頁。
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二種類の疑問が生ずる

この表でマルクスは，第一村落6家族，第二

村落5家族，第三村落3家族， 合計 14家族を

とりあげて，各々に(a)児童，（b）家族構成員，（c)

大人週賃銀，（d）児童週賃銀，（e）全家族週収入，

(f)週家賃，（g）家賃差引後の過賃銀，（h）一人当た

り週賃銀，という 8項目の数字を掲げている。

いま，第一村落第一家族を例にとれば，子供が

2人(a)，大人が2人で家族構成員は 4人(b)，大

人が得る週賃銀8シリング(c)，子供は働きに出

ておらず週賃銀はゼロ(d)，従って全家族の収入

は8シリング(e)，そのうちから支払う週家賃が

2シリング(f)，そこで家賃差引後の週賃銀残額

は6シリング(g)，この残額を家族構成員数4で

割って (6シリング十4=1.5シリング， 1シ

リング＝12ペンス）一人当たり週賃銀は 1シリ

ング 6ペンス(h)と読める。

こういう理解の仕方で第二番目以下の家族を

順次見ていくと，疑問の生ずる個所が幾つか目

に止まる。その疑問は，二種類に纏めることが

出来るであろう。

第一の種類は，家賃差引後の残額(g)を家族構

成員(b)で割って得られる一人当たり週賃銀(h)に

かかわるものである。たとえば，第二番目の家

族についていえば，家賃差引後の残額6シリン

グ6ペンス(g)を家族成員数 5(b)で割って，一人

当たり週賃銀(h)は1シリング 3％ペンスと計算

されるはずである。しかし，マルクスの表では

1 シリング 3½ペンスと記されており，わずか

ながら食い違いが生じている。同様のことは第

六番目の家族，第二村落第二番目，第三番目，

第四番目および第五番目の家族，第三村落第二

番目の家族に関しても認められるところであ

る。計算の結果とマルクスの表記を並列してみ

ると，次の表Uのようになる。

ただこの小さい差異については，マルクスの

表記の数字は概数であると考えれば理解はし得

る。特に貨幣単位としては 2分1ペニィや 4分

の1ペニィが便利であることを考えるとき， 5 

分の 3ペンスに代えて 2分の 1ペニィを用いる

とか， 16分の 9ペンスの代わりに 2分の 1ペ

ニィを使うというのは，合理性さえ有するとも

言える。 61%oペンスを 7ペンスと書くのも，

101 ~位ペンスを 11 ペンスと表すのも， 1 1/4。ペ

ンスをただ 1ペニィとして済ますのも，そう考

えれば了解しうるだろう。

第二の種類の疑問は，大人の週賃銀(c)と子供

の週賃銀(d)との合計としての全家族の週収入(e)

に関係する。第一村落第五家族についてみる

と，大人週賃銀7シリング(c)と児童週貨銀 1シ

リング 6ペンス (d)を加算した全家族週収入 (e)

は， 8シリング6ペンスとなるはずであるが，

マルクスの表では 10シリング 6ペンスと， 2 

シリングだけ大きく書かれている。第六家族で

ー表 U-

I (g)+(b) = (h)計算結果
•-＿_ _— ←一つ― - - • - -• - ―- ---·~ --- -~ ---··-- .• ---. 

第 1村落第2家族

第 6家族

第2村落第2家族

第 3家族

第 4家族

第5家族

第 3村落第 2家族

6sh. 6d. + 5=1sh. 3%d. 

5sh. 8d. + 5=1sh. 1%d. 

5sh. 8½d.+ 8= 8％叫．

5sh. 8½d.+10= 61½od. 

5sh. 5½d. •- 6= 1011,,'12d. 
5sh. 5½d.+ 5=1sh. H1od. 

lOsh. 8d. + 5=2sh. l¾d. 
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l lsh.娼 d.
j lsh.培 d.

I 鴎 d.
7d. 

lld. 

lsh. ld. 

2sh. 1½d. 



経 済 学 研 究 第 50巻 第 1• 2号

は， 7シリング (c)と2、ンリング (d)の合計が 9

シリングではなく， 2シリングだけ小さい額の

7シリングとなっている。同様の食い違いは，

第二村落第一家族および第二家族にも，第三村

落第二家族および第三家族にも認められるとこ

ろである。計算結果とマルクスの表記を対比す

ると，次の表Vに示す通り。

このように列記してみると，

み取れるであろう。一つには，

二つの事柄が読

それぞれの村落

において，

であり，

一方の家族が大きく表現されている

額だけ他方の家族は小さくなっていて双方の差

異は丁度相殺しあう形になっているということ

二つには，

る。そして，

その差異額はいずれも児童

週賃銀の一つに一致しているということであ

これらの事柄は，第一村落でいえ

ば，第六家族のものとして表記されている児童

週賃銀が実は第五家族に属し，同様にして第二

村落の場合，第二家族の分が第一家族に，第三

ー表 V-

I (c) + (d) = (e)計算結果 Iマルクスの表記 I 差 異

第1村落 第5家族

| 

7sh. + lsh. 6d. =8sh. 6d. 
I 
lOsh. 6d. +2sh. 

第6家族 7sh.+2sh. =9sh. 

I 
7sh. -2sh. 

第2村落 第1家族 7sh.+lsh. 6d.=8sh. 6d. lOsh. +lsh. 6d 

第2家族 7sh.+lsh. 6d.=8sh. 6d. 
I 
7sh. -lsh. 6d 

第3村落第2家族 7sh.+2sh. =9sh. 11sh. 6d. +2sh. 6d 

第3家族 5sh.+2sh. 6d.=7sh. 6d. 5sh. -2sh. 6d 

ー表 B-

／a-三□l大人？賃銀1児童ー ロ 冒 ー予一 賃／ 家一胃亨

sh. I sh. d. I sh. d. I sh. d. I sh. d. I sh. d. 

2 4 1 8 -- - 8 - 2 - 6 - 1 6 

3 5 1 8-- 8 - 1 6 6 6 1 3% 

2 4 8 - -,  8 - 1 - 7 - 1 9 

2 I 4 I 8 I - - I 8 - I 1 - I 7 -- I 1 9 

6 I s I 7 I s __ _E> I 10 6 I 2 - I s 6 ! 1 ¾ 
3 I 5 I 7 7 - I 1 4 I 5 8 I 1 l½ 
- --• ---------＝二ニ ―—-- -------—•-------•- —--• -• -----------

の村落

6 8 | 7 [ 3 - ， 10 - 1 6 一了 8 6 I 1 % 
6 8 i 7-- 7 -- | 1 3½ | 5 8% | - 8½ 

8 1 10 , 7 - - I 7 - 1 3% | 5 8% - 7 

4 ! 6 : ＇  

| 1 

7 一 』 7 - i 1 6½ I 5 5½ I - 11 

3 5 1 7 ― ! 7 - I 1 6½ I 5 5½ I 1 1 

の村落
―― . -----・・ ------ ・・- -- --・・・-

4 6 7 - - | 7 1 l , 6 -

3 5 7 | 

I I 
4 6 ! 11 6 
――-i 

- 10 10 8 2 

0 2 5 - - 5 - 1 - | 4 - i 2 

1½ 

（下線部分は変更個所を示す。）
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マルクスの統計の一面

ー表C-（原表ー付表2)

児童 家員族b数成 大人週賃銀 児童週賃銀
1I 全週収家e入族 週 家 賃

家賃週差賃引銀後の 一人週賃当h飯t: り
a C d f g 

第一の村落

I S 8 
d s d s d s d s d 

2 4 

゜
8 

゜
2 

゜
6 

゜
1 6 

3 5 8 

゜
8 

゜
1 6 6 6 1 3½ 

2 4 8 

゜
8 

゜
1 

゜
7 

゜
1 ， 

2 4 8 

゜
8 

゜
1 

゜
7 

゜
1 ， 

6 8 7 0 ゚I!, !s6d; !, 2s 

Iり
6 2 

゜
8 6 1 0% 

3 5 
! 
7 

゜
1 4 5 8 1 1½ 

第二 の村落
I 

6 8 7 

゜
1, 1s6d; 1, 1s6d 10 

゜
1 6 8 6 1 0% 

6 8 7 

゜
7 

゜
1 3½ 5 8½ 

゜
8½ 

8 10 7 

゜゚゚
7 

゜
1 3½ 5 8½ 

゜
7 

4 6 7 7 

゜
1 6½ 5 5% 

゜
11 

3 5 7 7 

゜
1 6½ 5 5½ 1 1 

第三の村落

4 6 7 

゜
7 

゜
1 

゜
6 

゜
1 

゜3 5 7 

゜
1, 2s; 1, 2s6d 11 6 

゜
10 10 8 2 1½ 

゜
2 5 

゜
5 

゜
1 

゜
4 

゜
2 

゜
村落の場合，第三家族の分が第二家族に帰属す るほかない。その表を表Aに対応した形で示す

るというのが実際の姿ではないか，と推測せし と，表Cのようになる。

めることになる。 正確平明な表記にする

こういう推測に基づいて，大人の週賃銀(c)と この「ロンドン・エコノミスト」の表を見る

子供の週賃銀(d)との合計としての全家族の週収 ことによって，我々の推測が正しかったことを

入(e)を算出してみると，表Bに示すように不一 確かめ得ると同時に，マルクス（ないし植字工

致個所は消える。それだけでなく，全体として 一一以下植字工は省略）が誤りを生じた理由も

も平仄の合う表が出来上がるのである。 把握できるであろう。まず，一人当たり週賃銀

ェコノミスト誌を見る についてみると，「エコノミスト」も概数によ

以上のように，児童週賃銀と一人当たり週賃 る表記を用いている。その点ではマルクスの表

銀とについて推測を重ね，児童週賃銀について 記に間違いはない。次に児童週賃銀についてみ

修正を加えることによって，マルクスの表は一 ると，「ロンドン・エコノミスト」は， 実に紛

応理解出来ることになった，と言えよう。だ わしい表記方法を採っているのであって，第一

が，その推測が正しいか否か，正しいとするな 村落第五家族に例を求めると， 6人の子供の内

らマルクス（ないし植字エ）は何故間違えたの で2人が就労していて， 1人は 1シリング6ペ

か，それを知るには，注記にある「ロンドン・ ンスを得，他の 1人は 2シリングを稼いでいる

ェコノミスト」 1845年 3月29日号290頁に遡 ことを示すのに (1,1s6d; 1, 2s)一ーという
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経済学研究

不自然な形式を用いている。マルクスは，前の

方の 1シリング6ペンスを得た子供だけが第五

家族に属するものと錯覚したのであろう。そし

て後の方の 2シリングを稼いだ子供は第六家族

に含まれるものと誤解したのであろう。そうい

う錯覚と誤解が，第一村落第五家族と第六家族

の間だけでなく，第二村落第一家族と第二家族

の間についても，第二村落第二家族と第三家族

の間についても．引き起こされたのであろう。

マ）レクスが図書館に通った頃には，無論複写

機などはなかった。忙しく筆写しなければなら

なかった訳であるが，この「エコノミスト」の

正常でない記述法は．余程の注意を以てしない

限り． 人を錯覚と誤解に導きがちであったろ

ぅ．と考えられる。仮に筆写の際には過ちを避

第 50巻第 1・2号

け得たとしても， 筆写の後で帳面に基づいて原

稿を作成するときに，そういう錯覚や誤解の生

ずることは， 蓋し神ならぬ人間の完全には避け

えないところと言わねばならないであろう。従

って， ここでは，マルクスに対する非難の意図

は微塵も無い。むしろここでは，マルクスもま

た過ち易い人間の一員であったということ，従

って我々の手の届かない遠い存在ではないとい

うこと，そういう事柄を実感し得るひとつの縁

にでもなり得るならば幸い，と念ずる気持ちが

強い。

そこで，一方ではマルクスの錯覚と誤解に基

づく間違いを訂正するという観点から，他方で

は「エコノミスト」の実に紛らわしい記述法，

到底正常とは考えられない記述法を平明なもの

ー表 D-

児童 賢誓[:こ五三
a b c | 

I 児童週賛銀 全家族
過収入 週

d I e 

第一の村落9---: ;--―-d | ---------sd- sd  { s 
2 1 4 [ 8 0 1 IB 012  0 1 6 | 
3 1 5 [ 8 Oj 1 8 0 1 1 6 1 6 

| 
2 4 | 8 0 | 8 0 1 0 7 

21  4 i 8 0 1 1 8 011  0 1 7 

6 I 8 ! 

I 
7 O I 1s6d + 2s I 10 6 I 2 O I 8 

3 1 517  O i 1 7 Oil  4 1 5 
-- ---- - - ----

| 

第二の村

7

7

7

7

7

 

，
 8

8

0

6

5

 

ー

6

6

8

4

3

 

d
-
6
 
s
 

ー＋
 
d
 
6
 
s
 

ー

＇ 

0

0

0

0

0

 

0

7

7

7

7

7

1

5

 

1

1

 

L
.
-
―

―
 

0

0

0

0

0

 

家 賃 家賃差引後の 一人当たり
週賃銀 週賃銀

f I g I h : 
-------------• -—• -• -．. --| 

0

6

0

0

6

8

 

d
 

-

1

1

1

1

1

1

 

s
 

• 

1

0

0

0

1

 

—

½½½½ 
-
6

8

8

5

5

 

-
8

5

5

5

5

 

½½½½ 
-
6

3

3

6

6

 

-
1

1

1

1

1

 

落

一

½3114% 6

3

9

9

0

1

 

d
 

. --

0% 
8½ 
7 

11 

1 

第

7

7

5

 

6

5

2

 

4

3

0

 

゜0 I 2s+2s6d 
゜

の村落

0 I l 
l 

6 | 0 
a I 1 

0 16  0 11  0 

10 I 10 8 I 2 1½ 

0 14  0 1 2 0 

（出典） 「ロンドン・エコノミスト」 1845年3月29日号， 290頁。
（下線部分が訂正個所を示す。）

-98ー

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



マルクスの統計の一面

に改めるという観点から，本来あるべき姿の表

記によって，新しい表を作成してみたい， と考

える。その際，肝心な点は，改めて言うまでも

なく，児童週賃銀を正確に，そして理解に容易

なように，表記することに在るであろう。そう

いう配慮の下に作成したのが，表Dである。

こうしてみると，実に単純で平凡な表であ

る。それが，原表作成者の不注意と読む人の錯

覚とが絡み合って，実に分かりにくい表になっ

てしまったのである。

2. 変転の軌跡

四種類の表記を並ぺる

以上において，現行のマルクス・エンゲルス

全集版『資本論』掲載の表記が， 原典である

「ロンドン・エコノミスト」の表記と如何に食

い違っているか，その食い違いは如何にして生

まれたか，について，見てきた。しかし，細か

く考えると，現行のマルクス・エンゲルス全集

版『資本論』がマルクスの記述した通りの姿を

維持しているという保証はないのであって，幾

人もの編集者の手が加えられることによって，

変化が生じている個所も存在する。いま，問題

としている表記についていえば，正にそうであ

って，初版『資本論』の表記は，現行のマルク

ス・エンゲルス全集版『資本論』のそれとは同

ーではない。だがそのことは， 『資本論』初版

の表記が，原典に即した正確なものであったこ

ー表E-（原表ー付表3,4, 5) 

児a童1家族p：員数 1大人？賃銀 1児童:賃銀 1全尋入族 1週 7賃 1家賢胃 賃酎
第 一の村落

2

3

2

2

6

3

 

4

5

4

4

8

5
 

．
 

h

8

8

8

8

7

7

 

s
 

! sh. d. 
； 

| -

-

6

2

 

一ー
＿1

d

-

―
―

-

6

2

 

．
 

h

8

8

8

8

0

8

 

S

1

 

．
 

h

2

1

1

1

2

1

 

s
 ．
 

d

-

6

 

4
 

sh. d. 

6 -

6 6 

7 -

7 -

8 6 

6 10 

．
 

h

1

1

1

1

1

1

 

s
 

.½

%
½ 

d

6

3

9

9

1

 

6

6

8

4

3

 

8

8

0

6

5

 

ー

7

7

7

7

7

 

―
―
 

-
6

5

2

 

1
 

-
4

3

0

 

7

7

5

 

2
-6
 

一ー
1

1

1

1

1

1

1

-

1

 

落

落

一

村

一

―

―

―
―

-

6

-
―

の

一
0

7

7

7

7

7

1

5

-

1

1

 

ニ

ー

'’

ー

―

第

一

―

1 6 
．． 

1 6 

第 の村

8

5

5

5

5

 

%

%

％

%

 

6

3

3

6

6

 

10 
6

0

4

 

ー

％

％

％

％

 

6

8

8

5

5

 

8
 

ー

1

2

2

 

%½ 

8
7
1
1
1
 

1½ 

（注 146) 「ロンドン・エコノミスト」 1845年3月29日号， 290頁。
(Karl Marx, Das Kapital, Erster Band.; Erste Auflage, 1967, S. 665 

; Zweite Auflage, 1872, S. 705-706. 

; Dritte Auflage, 1883, S. 698.ただし第三版では，第一村
落第五家族の一人当たり週賃銀がlsh.¾d. となっている o)
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ー表F-（原表ー付表6)

児 童 家族成員数 大人週貨銀 児童週賃銀 全収家族週入 週 家 貨 I1 家貨週差賃g引銀後の 一人賃当たり週銀
a b C d e f h 

→-•一

第 一の村 落

sh. sh. d. I sh. d. sh. d. sh. d. sh. d. 

2 4 8 8 2 6 1 6 

3 5 8 8 6 1 6 6 6 1 3½ 
2 4 8 8 1 7 1 ， 
2 4 8 8 1 7 1 ， 
6 8 7 2 6 10 6 2 8 6 1 0% 

3 5 7 2 8 2 1 4 6 10 1 1½ 

第 二の村 落

- | 
l 

―i・―--------
6 8 7 2 6 10 1 6 8 6 1 0% 

6 8 7 2 6 7 1 3½ 5 8½ 8½ 
8 10 7 7 1 3½ 5 8½ 7 

4 6 7 

ニI
7 1 6½ 5 5½ I - 11 

3 5 7 7 
- 1 
1 6½ 5 5½ 1 1 

第 三の村落

4 6 7 3 7 1 6 1 

3 5 7 3 6 11 6 10 10 8 2 1½ 

゜
2 5 3 6 5 1 4 2 

（注 146)ロンドン・エコノミスト， 1845年3月29日， 290頁。
(Karl Marx, Das Kapital, Erster Band, Vierte Auflage, Herausgegeben von Friedrich Engels, 

1890, s. 642-643) 

とを意味するのでもない。 『資本論』初版の表

記は，マルクス・エンゲルス全集版のそれとは

別の形で「ロンドン・エコノミスト」の表記を

誤写している。 そして， この誤写された表記

が，二版 (1872年），三版 (1883年）まで基本

的には同じ形で維持されている。ただし， 三版

では，第一村落第五家族の一人当たり週賃銀が

lsh. 74 d.となっている点だけは相違がある。

その後，四版 (1890年）において，エンゲルス

によって，再び別の誤った形で表現されること

となった。 20世紀に入ってからも，いわゆるカ

ウッキー版 (1914年）に，第三の誤った形での

表記が現れた。次いで，モスクワのマルクス・

エンゲルス・レーニン研究所の編集になり，序

文を同研究所の所長アドラッキーが書いた，ぃ

わゆるアドラッキー版あるいは研究所版（イン

ステイツート版） が1932年に登場するが， こ

こでもまた，いま一つ異なる形での表記が示さ

れている。こうして，現行マルクス・エンゲル

ス全集版まで数えると，五つの種類の何か間違

いを含んでいる表が存在することになる。全集

版の表記は，先に表Aとして示したので，残り

四つの表記をな らべてみることから， 始めよ

う。表Eは， 『資本論』初版，二版，三版に共

通するもの，錯覚個所はマルクスの責任と考え

られる。表Fは，第四版以降の，いわゆるエン

ゲルス版に見られるもの，ェンゲルスの添削し

た部分に間違いが認められる。表Gは，カウッ

キー版からで，過ちは無論カウッキーの筆に基

づく。表Hは，アドラッキー版の表記に対応す
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マルクスの統計の一面

ー表G-（原表ー付表7)

児童 家員族b数成 大人週賃銀 児童週賃銀 全週収家e入族 週 家 賃 家賃週差賃引銀後の 一人週賃当h飯t::. り
a C d f g 

第一の村落

Sh. Sh. p. Sh. p. Sh. p. Sh. p. Sh. p. 

2 4 8 8 2 6 1 6 

3 5 8 8 1 6 6 6 1 3½ 
2 4 8 8 1 7 1 ， 
2 4 8 8 1 7 1 ， 
6 8 7 lSh. bis 1Sh6p 10 6 2 8 6 1 ¾ 
3 5 7 lSh 2p 8 2 1 4 6 10 1 7½ 

第二の村落

6 8 7 lSh bis 1Sh6p 10 1 
娼6 I 

8 6 1 ％ 

6 8 7 7 1 5 8½ 8½ 
8 10 7 7 1 3½ 5 8½ 7 

4 6 

I 
7 
I 

7 1 6½ 5 5½ 11 

3 5 7 7 1 6% 5 5½ 1 1 

第三の村落

4 6 7 7 1 6 1 

3 5 7 lSh bis 2Sh 11 6 10 10 8 2 1½ 

゜
2 5 5 1 4 2 

（注 146) 「ロンドン・エコノミスト」 1845年3月29日， 290頁。
(Karl Marx, Das Kapital, Erster Band, Volksausgabe, Herausgegeben von Karl Kautsky, 1914 
s. 612) 

るもので，研究所およびその所長アドラッキー

の努力にもかかわらず，なお過ちは払拭されて

いない。各表記のなかで下線部分は， 大本の

「エコノミスト」の表記との食い違い個所を示

すものである。

マルクスがまず誤った

表Eに即して，マルクス自身の錯覚の跡を探

って，「ロンドン・エコノミスト」の表記が如

何に写しとられているか，主な相違点を挙げて

おきたい。その際，賃銀などの事項は a, b, 

C等の符号で以て表示する。

『資本論』初版 (1867年）

(1) 第一村落第五家族・ d-lsh.6d. 

(2) 第六家族・ d-lsh.2d.; 

e-8sh. 2d. ; g-6sh. 10d. 

(3) 第二村落第一家族・ d-lsh.6d. 

(4) 第二家族・ d-lsh.6d. 

(5) 第三村落第二家族・ d-lsh.2d. 

(6) 第三家族・ d-lsh.6d. 

マルクスは，ここでは第一村落第五家族に属

すべき d-lsh.6d., 2sh.を，前者だけ第五家

族に算入して，後者は第六家族に含めるという

失敗をしている。しかも，「エコノミスト」は，

1人が lsh.6d.，別の 1人が 2sh. の賃銀を

得ているという意味で，（1,ls6d ; 1, 2s)と紛

らわしく書いているため， マルクスは， 後者

を 2sh.と読まず， lsh. 2d．と読んで写し間

違いしている。そのうえで， e, gについて，

c+d=e, および e-f=gの計算を試み，

(7sh.+lsh. 2d.=8sh. 2d) (Ssh. 2d-lsh. 
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ー表H-（原表ー付表8)

児童 家族成員数 大人週賃銀 児童週賃銀 I 全週家収入族 週 家 伎 家賃週差賃g弓銀1後の I一人週当貨h銀たり
a b c d e f 

第一の村落

Sch. Sch. p. Sch. p. Sc6 h. p. Sch. p. 

2 4 8 - 8 2 1 6 

3 5 8 - 8 1 6 6 6 1 3½ 
2 4 8 - 8 1 7 1 ， 
2 4 8 - 8 1 7 1 ， 
6 8 7 1-1 6 10 6 2 8 6 1 ¼ 
3 5 7 1-2 - 7 1 4 I 5 8 1 1½ 
I i 

第二の村落

6 8 7 1-1 6 I 10 1 
6 鴎 Il 
8 6 1 ％ 

6 8 7 1-1 6 7 1 5 8½ 8½ 
8 10 7 7 1 3% | 5 8½ 7 

4 

I 

6 7 7 1 6½ 5 5% I I - 1 
3 5 7 

- 1 7 1 6½ 5 5% 1 -1 ---

第三の村落

4 | 6 7 7 1 ！ 6 
. 
1 

！ 

3 5 7 1-2 11 6 10 
i I 10 4 

8 2 1½ 

゜
2 5 1-2 6 5 1 2 

（注 146) 「ロンドン・エコノミスト」 1845年3月29日， 290頁。
(Karl Marx, Das Kapital, Erster Band, Volksausgabe, Herausgegeben von Friedrich Engels, 
Besorgt vom Marx-Engels-Lenin-Institut, 1932, S. 713-714) 

4d.=6sh. 10d.）という計算結果に基づいて

「エコノミスト」の e-7sh.Od.を Ssh.2d. 

に， g-5sh.8d.を 6sh.10d. に変更してい

る。しかし，そう変更してみても前後の辻棲は

合わないのであって，マルクスもそれ以上に数

字を動かす試みを放棄して，他の個所は「エコ

ノミスト」の表のままにしている。（原表ー付

表3)

『資本論』二版 (1872年）

ここでは，初版と全く同様の表記がなされて

いる。したがって，上記のことに付け加えるべ

きものは，存在しない。この版が，マルクス存

命中に刊行された最後のドイツ語版である。生

前のマルクスは，初版の時だけ数値の不整合性

に多少注意を払ったのであるが，二版において

は無関心のまま放任に終始したように見受けら

れる。（原表ー付表4)

『資本論』三版 (1883年）

ここでは，付表5の通り，ただ一点だけ，っ

まり第一村落第五家族の一人当たり週賃銀が

lsh. ¾d. でなく， lsh. %d. となっている点

だけが．初版，二版と異なる。％d.を％d.と

誤植したのであろう。その他の点では， 初版

と， したがって二版とも，同様の表記がなされ

ている。マルクスは 1883年 3月14日永遠の眼

りについた。第三版の準備はマルクスによって

は一部分しか成されず，殆どの準備と全部の校

正はエンゲルスの手によって実施された (1883

年11月7日付エンゲルス第三版序文）。マルク

スのみならずエンゲルスもまた，この表記の間
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マルクスの統計の一面

違いに注意を払うことはなかったようである。

（原表ー付表5)

エンゲルスも錯覚した

表Fは，いわゆるエンゲルス版からである

が，この表記を細かく見ることによって，ェン

ゲルスの努力を重ねた事情，およびそれにもか

かわらずなお錯覚を免れ得なかった事情を読み

とることが出来るはずである。

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

h-lsh. O¾d. 

第六家族・ d-2sh.;

e-8sh. 2d.; g-6sh. 10d. 

第二村落第一家族・ d-2sh.6d. 

第二家族・ d-2sh.6d. 

第三村落第一家族・ d-3sh.

第二家族・ d-3sh.6d. 

第三家族・ d-3sh.6d. 

『資本論』四版 (1890年） この表記の変更は，少しも整合性の増加を齋

この版はエンゲルスによって校閲された最後 すものとは考えられないため，一見したところ

のものであり，通常，編集者に因んでエンゲル では，いかなる狙いによるものか，全く理解に

ス版， あるいは出版者に由来してマイスナ— 苦しむとしかいいようがない印象を人々に与え

(Otto Meissner)版と呼ばれるものの決定版 兼ねない。とは言え，丁寧に見ると，第三版ま

となった。つまり，第五版 (1903年），第六版 での表記を単純に繰り返すことをしなかったと

(1909年），第七版 (1910年）， 第八版 (1919 ころに，やはりエンゲルスの編集者としての努

年），第九版 (1921 年），第十版 (1922 年）—- 力の跡を見いだすことは出来る。例えば，第一

エンゲルス版はこれを以て絶版になったと考え 村落第五家族について児童週賃銀を見ると，前

られる一ーは，いずれも第四版を覆刻したもの 述のように「エコノミスト」は， 1人が lsh.

にすぎない。 6d.，別の 1人が2sh.の賃銀を得ているという

この第四版を編集するにあたって，ェンゲル 意味で，（1,ls6d; 1, 2s)と紛らわしく書いて

スは，「本文ならびに脚注を出来るだけ最終的 いる。表Xの英語版のようにエリナは，それを

に確定すること」に努め， 特に 1887年に刊行 ls, ls6d; ls, 2sと4人分の賃銀と誤読し，そ

された英語版で「マルクスの末娘エリナが引用 のうち前半 ls,ls6dを第一村落第五家族のも

された個所全部を原文と比較する労をとってく の，後半 ls,2sは第一村落第六家族のものと

れた， ……したがって， この原文を第四版で いま一つ誤解を重ねたようである。その結果，

参考にすることを，私の責務とした」と言う 英語版では，第一村落第五家族について ls,

(1890年6月25日付エンゲルス「第四版のた

めに」）。

しかしながら，いま問題にしている表記に関

する限りでは，エンゲルスは，後述のような英

語版にエリナの労によって加えられたと考えら

れる変更点を活かし得なかったというにとどま

らず，次のように第三版までに生じていた表記

の間違いを拡張してさえいる。

(1) 第一村落第五家族・ d-2sh.6d.; 

ls6dの数字が挙げられることとなった。エン

ゲルスはこの数字を加算して，第一村落第五家

族の児童週賃銀を 2s6dとしたのである。そう

考えると，ェンゲルスが「第四版のために」に

記した通りの務めを果たそうと努力しているこ

とを知り得る。と同時に，その方式に従うな

らば第一村落第六家族の児童週賃銀は ls, 2s 

の加算値， 3sでなければならないのに，ェン

ゲルスは 2sとしているという事実から，ェン
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ー表 X-

I 英 語 版

第1村落第 5家族 ls, 1s6d. 

第6家族 1s, 2s. 

第2村落第 1家族 ls, 1s6d. 

第2村落 ls, 1s6d. 

第3村落第1家族 blank 

第2家族 ls, 2s. 

第3家族 ls, 2s6d. 

ゲルスの努力にはいま一歩の丹念さが欠けてお

り拙速さが認められることも，知り得る。その

丹念と拙速の度合を一覧表にしてみると，表X

ようになる。下線部分は拙速個所。なお，表F

の第一村落第六家族の e, gはマルクスの間違

いの踏襲だが，第五家族のhは第三版の誤植の

残存である。

カウツキーも錯覚した

エンゲルス版の不十分性をつよく主張して新

版を編んだカウッキーは，確かに多くの改善を

加えたのであるが，当該個所に関しては，表G

の通り，正確に訂正することが出来ずに終った。

『資本論』カウッキー版 (1914年）

(1) 第一村落第五家族・ d-lSh.bis 

lSh. 6P.; h-lSh. %P. 

(2) 第一村落第六家族・ d-lSh.2P.; 

e-8Sh. 2p.; g-6Sh. lOp.; h -

lSh. 7½P. 

(3) 第二村落第一家族・ d-lSh.bis 

lSh. 6P. 

(4) 第三村落第二家族・ d-lSh.bis 

2Sh. 

1914年，マルクスの没後30年を経て著作権

が消滅したため，マルクスの著作が自由に覆刻

し得ることとなった。カウツキー (KarlKau-

tsky, 1854-1938) はドイツ社会民主党幹部会

の委嘱を受けて，一般読者に親しみ易い形の民

I 本来のエンゲルス I 実際のエンゲルス
2sh. 6d. 2sh. 6d. 

3sh. 2sh. 

2sh. 6d. 2sh. 6d. 

2sh. 6d. 2sh. 6d. 

blank 3sh. 

3sh. 3sh. 6d. 

3sh. 6d. 3sh. 6d. 

衆版を提供するという意図の下に， 『資本論』

の新版を刊行した。カウッキーは，ェンゲルス

が校訂した最後の版である第四版を底本とせ

ず，マルクスが存命中に刊行した第二版を底本

にした。第二版の次の版からは誤植が多く，な

かには意味を変えてしまうようなものもあるか

らだという。 さらにまた， 引用個所もできる

だけ原典との照合をおこなったという (1914年

3月付カウッキー編者序文）。そういう注意深

い編集態度のためであろうか，問題の表記の不

整合性も看過はされなかったようである。しか

しながらカウッキーによって払われた注意は必

ずしも十分といえるものではなかった。「ロン

ドン・エコノミスト」の掲げた児童週賃銀の数

値，第一村落第五家族・ d-1,1s6d; 1, 2s, 

第二村落第一家族・ d-1, 1s6d ; I, 1s6d, 

第三村落第二家族・ d-1,2s; I, 2s6d につ

いて， それぞれ前半分 (1,1s6d) (1, 1s6d) 

(1, 2s)を，（lSh.bis lSh. 6P) (lSh. bis 

lSh. 6P.) (lSh. bis 2Sh) と読み誤ってい

る。さらに，後半分については，第一村落第五

家族の分 (1,2s) だけしか採り上げておらず，

しかも (lSh.2P) と読み誤ったうえで，さら

に誤って第六家族に属さしめている。そして他

の家族の後半分は無視され放置されたままであ

る。その他の項目については，第一村落第六家

族 e-8Sh.2P.; g-6Sh. lOP. は，マルクス

-104-

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



マルクスの統計の一面

ー表 Y-

-------I---＿竺竺竺＿＿＿＿L竺竺夏I研究竺墨＿ーマル・エン全集版, i-----— -— 
第 1村落第5家族 1, 1s6d; 1, 2s I ls, 1s6d I 1-lSh 6p i lsh 6d 

I 

第 6家族 ls, 2s I 1-2Sh - I 2sh -

第 2村落第 1家族 1, 1s6d; 1, 1s6d ! ls, 1s6d J 1-lSh 6p I lsh 6d 

第 2家族 | ls, 1s6d I 1-lSh 6p ! lsh 6d 
L 第 3村落第 2家族 1, 2s; 1, 2s6d I ls, 2s ! 1-2Sh -- ; 2sh -

第 3家族 I I I 

の初版，二版におけると同じ間違いを，カウッ

キーも犯している。それだけでなく，カウッキ

ーは， 第一村落第五家族と第六家族に関して

h-lSh. ¾P. および h-lSh. l½P. とすべ

きところを，単純な計算違いで lSh.%P．ぉ

よび lSh.7怜P.としているのである。

アドラッキーも誤った

エンゲルス版（あるいはマイスナー版）が品

切れになっていること，カウッキー版は一一労

働者にとって手のとどかない高い価格であるこ

とに加えて一一信頼しがたい原文とマルクス

主義を偽造する序文からなっていることから

(1932年3月30日付のアドラッキー V.

Adoratskijの序文），アドラッキー版ないしマ

ルクス・エンゲルス・レーニン研究所版が計画

された。いま問題にしている表について言え

ば，エリナによって英語版に加えられた改善を

一歩進めて，「ロンドン・エコノミスト」の表

記に近くなっている。児童週賃銀について，

「エコノミスト」は，（1,1s6d; 1, 2s)を第一

村落第五家族に属させているのに対して，アド

ラッキー版は，（1-1Sh6p) だけを第一村落第

五家族に配して，（1-2Sh)は第一村落第六家族

に属すると誤読している。同様のことが，第二

村落第一家族と第二家族，第三村落第二家族と

第三家族についてもみられる。その相違が残る

だけで，他は全て「エコノミスト」の表記の通

りになっている。ここまで来ると，先に見た現

ls, 2s6d I 1-2Sh 6p i 
I 

2sh 6d 

行マルクス・エンゲルス全集版『資本論』の表

記は， このアドラッキー版か ら各々の先頭部分

-(1-1Sh6p)の1の部分， （1-2Sh) の1の

部分一ーを除去して出来たものであることは，

理解に難くはないであろう。児童週賃銀につい

て，ェコノミスト，英語版，研究所版，現行マ

ルクス・エンゲルス全集版を列記すると，その

間の事情は容易に判明するであろう。

こうして，初版のマルクスの表記から現行マ

ルクス・エンゲルス全集版まで，なお誤りは払

拭されてはいないながらも，減少して来たのは

確かである。小さい表ながらも，この一世紀の

間に，様々の人々の汗が流されてきた結果が反

映されていることが読み取れるであろう。

(1983.3.9) 

3. MEGA版

以上の覚書をまとめた後， Marx Engels 

Gesamt Ausgabe版の『資本論」第 1巻が刊

行された。問題の表記について，初めて原表所

収の「エコノミスト」 1845年3月29日号が参

看され，それに基づいて，誤記の訂正がなされ

ることとなった。(KarlMarx-Friedrich Engels 

Gesamtausgabe Zweite Abteilung, Band 5, 

Apparat, S. 948-949)。

これでこの表記の整理は完了したかに思え

たのであるが， しかし実際には一つだけ解せ

ない事が生ずることとなった。というのは，
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ー表 I-ー（原表ー付表 g)

(665J 第一の村落

児a童｀族成員数 i大人週賃銀 1児童週賃銀 1全週胃入族 週 家 賃 1家門喜乳農の I―合貧酎
b j c ! d i e I f ! g I h 

I -――-i―--' ! sh. | sh. d. sh. d. sh. d. sh. d. sh. d. 
2 : 4 • 8 ! -- 8_  2- 6 - 1 6 

3 : 5 '8 - - 8 - 1 6 6 6 1 3½ 

2 4 | 8 - - 8 - 1 - 7 - 1 9 

2 | 4 l 8 - - 8 - 1 - 7 - 1 9 

6 I s I 1 I 1 6 I 10 6 I 2 - I s 6 1 O¾ 
3 , 5 ' i 1 1 1 2 1~ 11 4 1~ I 1 1½ 

ー・—- -• 

第二の村落

10 -

1 -

1 -

: 7 -

: 7 -

第三の村落

I 1 !- _ 1 1 -

I 1 i 

7 1 2 i 1 1 6 

1 i 1 6 ! 5 - I 

（第一行の 655は，この表記の掲載されている初版の頁数を示す。）
（下線部分は，表Eー付表 3,4,の表記との相違点を示す。）
Karl Marx, Das Kapital, Erster Band, Karl Marx-Friedrich 
Zweite Abteilung, Band 5, 1983, S. 546 

8

8

0

6

5

 

ー

6

6

 

½½½½ 6

3

3

6

6

 

10 

8

5

5

5

5

 

1

1

1

1

1

 

7

7

7

7

7

 

6

6

8

4

3

 

½%%% 6

8

8

5

5

 

＇ 4

3

0

 

6

5

2

 

1

0

1

 

6

0

4

 

ー 8
 

1

2

2

 

1½ 

MEGA版『資本論』第一巻に掲げられた，

該の表は，『資本論」初版 (1867年刊行）

れと異なるのである。

まず表記そのものを示すと表ー I（付表9)

の通りである。

のそ

(Karl Marx-Friedrich Engels 

Gesamtausgabe, Zweite Abteilung, Band 5, 

Text, S. 546)。

「資本論」初版の表記を示した表ーE （付表

3) と照合すれば，容易に判明することが，

たつある。ひとつは，当該表記が初版において

登場する頁番号，

ふたつは，

当

ふ

665が明示されていること。

にもかかわらず，表 Eとは，第一

村落第六家族について， 「全家族週収入」

「家賃差引後の週賃銀」とが異なること，

と

であ

る。

第一の点，

Engels Gasamtausgabe (MEGA) 

つまり MEGA版『資本論」が初

版『資本論』を原典としていること，

は， MEGA版序文 (Einleitung)

端書 (EditorischeHinweise) 

なされている。

％

％

 

0

8

7

1

1

 

ー

-
1

0

0

0

1

 

および編集

でも，指摘が

「.MEGAのこの巻は，

について

1867年

9月，ハンプルグの出版者，オットー・マイス

ナーによって刊行された，

「この巻は，

s. 56*）。
分に，

カール・マルクス著

「資本論・経済学批判」第一巻の，初版を原典

としたものを，含んでいる」（序文， s.11*）。

1867年刊の「資本論」第一巻の

初版の原典全体を含んでいる」（編集端書，

序文および編集端書の書き出しの部

このように明記されているのである。そ
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ー表 Z-

第一村落第五家族 • 第六家族

児童数 い信族数成 1大人週賃銀 1 児童週賃銀 1全週晨入族 1 週 家 賃 家巧喜塁晶受の l 一盆醤毎り
a ! b I C i d ! e , f g | h 

「エコノミスト」

―-----I s ----d |―;- d | s ---d- -s- ; -- s - -；一
! 10%  6 | 87  0 1, 1s6d ; 1, 2s. ； 10 6 2 0 8 6 

3 I s I 1 o I I 7 o I 1 4 I s 6 i 1 1½ I -- - --•—- -- ------- ----・一
『資本論j初版

----
6 I 8 I 7 I lsh. 6d. ! 10 6 ; 2 I 8 6 I 1 O¾ 

7 I lsh. 2d. j 8 2 I 1 4 I 6 10 I 1 1½ 3 I 5 
, -•- • --- -- - --~---• --- --.  -

『資本論」 MEGA 版
・--------・・ー・.. -·----· - --·-~~·-~-· --~·--·-· ー

6 I 8 I 7 I lsh. 6d. I 10 6 I 2 - I 8 6 I 1 O¾ 
3 5 7 ! lsh. 2d. ； 7 - ！ 1 4 5 8 | 1 1% 

して，『資本論」第一巻初版においては，問題

の表記は 665頁に掲載されているのであるか

ら， MEGA 版において，この表記の冒頭に頁

数〔665〕の記載がなされていることには， 何

ら不都合はない。至極当然のことである。

第二の点，つまり MEGA版「資本論jが初

版「資本論」を原典としているにもかかわら

ず， MEGA版の問題の表記が，初版の表記と

内容を異にしていることについて，どのように

考えるべきか。

第一村落第五家族および第六家族に関して，

「エコノミスト」誌，「資本論』初版， MEGA

版の該当個所を比較してみると，表Zの通りで

ある。

「エコノミスト」誌は，第五家族にふたりの

子供の稼ぎ手がおり，ひとりは， 1シリング6

ペンス，いまひとりは， 2シリングの週賃銀を

得ているとして，（1,1s6d; 1, 2s)と記述して

いる。第六家族には，子供の稼ぎ手はいない，

という記述である。

「資本論」初版において，マルクスは二重の

錯覚をしている。まず，子供の稼ぎ手ふたり

が，ひとりは第五家族に，ひとりは第六家族に

分属するかの如く錯覚したのだった。次に，ふ

たりの子供の稼ぎ手の週賃銀について，ひとり

の分は 1シリング6ペンスと正しく把握してい

るが，ふたりめの分を， 1シリング 2ペンスと

錯覚したのだった。こういう錯覚のうえに，マ

ルクスは第六家族についてのみ，加減の計算を

試みたのだった。大人の週賃銀7シリングに，

子供の週賃銀1シリング 2ペンスを加えて， 8 

シリング 2ペンスと計算した。 その結果，「全

家族週収入」を「エコノミスト」誌の 7シリン

グから， 8シリング 2ペンスに変更したのだっ

た。いまひとつは，この「全家族週収入」から

「週家賃」を差引 く計算をしている。 8シリン

グ2ペンスから 1シリング4ペンスを減算して

「家賃差引後の週賃銀」 6シリング 10ペンス

を導き出した。そして「エコノミスト」誌の 5

シリング 8ペンスを， 6シリ ング 10ペンスに

変更したのだった。

「資本論JMEGA版に生じた差異は，初版

のそれとの比較でいえば，マルクスのふたつの

錯覚はそのまま残しながら，マルクスのふたつ
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の計算の痕跡を消し取ってしまったところにあ

る。こうして， MEGA版は，「エコノミスト」

誌の原表とも異なり，マルクスの手になる初版

の表記（したがって二版，三版の表記）とも異

なり，さらにエンゲルス版の表記とも，カウッ

キー版の表記とも，アドラッキー版の表記とも

マルクス・エンゲルス全集版の表記とも異な

る，六つめの誤った表記を作成していることに

なる。

マルクスの錯覚の跡は残しつつ，計算の跡を

払拭したのは，何故か。推測の限りでしかない

が，「エコノミスト」誌の原表との喰い違いを

少なくすること，マルクスの誤りの個数を小さ

くすることが狙いであるとするならば， 大変

に残念であると言わねばならない。「資本論J

初版のように，マルクスがただ錯覚して誤写し

ただけでなく，その錯覚に基いて加減の計算を

している様子が看取できる方が，マルクスもま

た誤り多きひとりの人間であること（その誤り

多き人間が大きな仕事をしたのであること）

が，より良く理解されるはずである。 MEGA

版のように，錯覚による誤写の痕跡だけを残し

て，計算の痕跡を消去するのは，その意味で良

策とは言えないように思えるのである。

(1984 • 4 • 25) 

補記

「資本論」の統計表記のなかには，数字の誤記や項

目の脱漏が相当ある。 そのひとつ， 「資本論」第 1巻

第7篇第23章「資本主義的蓄梢の一般的法則」第 5

節「資本主義的蓄積の一般的法則の例解」 e「イギリ

スの農業プロレタリアート」をとりあげて整理を試み

たのが，この覚書である。

1980年夏，ロンドンのコリンディルにある新聞図

葺館で「エコノミスト」誌の原表をみて，余りに単純

な誤記が一世紀以上訂正されないままで今日まで残っ

ているのに一競した。

第 50巻第 1・2号

私が，そのとき持参していた「資本論」は Werke

版（いわゆる全集版）だけであり，ロンドンでは「資

本論J初版を参照することは出来なかった。プリティ

シュ・ミュージアムには『資本論J初版があるが，こ

れはそのとき陳列用であり， 閲覧用ではなかった。

『資本論J二版は，著者マルクスの献呈本が，プリテ

ィシュ・ライプラリィにあり，それでみると，いわゆ

る全集版とは異なる表記がなされていることが分っ

た。当時訪英中の山口重克氏（東京大学・経済学）

が，帰国後，初版の表記の写しを送って下さり，二版

のそれと同じであることを知りえた。

1980年秋，大陸旅行からイギリスに帰ってみると，

大内力先生から御便りが届いており，そのなかで，こ

の表記の，いわゆる全集版，初版，三版，ェンゲルス

版，カウッキー版，アドラッキー版（研究所版）， 仏

訳初版，英訳イーヴリング版における相迫の指摘がな

されていた。 「こう並べてみると，この表は版ごとに

異動が多くて，どこでどう間違ったのか謎のようで

す。」との感想も書き加えられていた。

同じ頃， パリ出張中の田中治男氏（東京外国語大

学・政治学）からは，仏訳 EditionSocialeでは，

第一村落と第三村落については正確に訂正されている

が，第二村落については訂正個所が 1行ずれていて不

正確である旨，知らせていただいた。

ロンドンに持参していた邦訳書は，岡崎次郎訳•国

民文庫版であったが，この版では，いわゆる全集版に

基きながらも，「一人あたり週賃銀」を表現するのに，

原杏は分数を用いているのに対して，小数が用いられ

ている。分数であれば概数として通用するとき，小数

で表現すると概数としての雰囲気が消えるという微妙

な差異が生ずる。例えば，第一村落第六家族で「家賃

差引後の週賃銀」は5シリング8ペンスであり，「家

族員数」は 5人であるから，「一人あたり週賃銀」は，

細かく言えば， 1シリング 1％ペンス（分数方式）あ

るいは 1シリング 1.6ペンス（小数方式）となる。

「エコノミスト」誌は，これを， 1 シリング 1½ペン

スと表示している。「％」は「％」の概数であると考

えることができるし，貨幣の存在を念頭におくと，

「½ペンス貨」の可能性が「％ペンス貨」の可能性よ

り遥かに大きいから，「½ペンス」という表示が「％

ペンス」という表示より便利でもあるだろう。したが

って，「エコノミスト」誌が，そして「資本論」原書

が，細かく言えば 1シリング 1％ペンスとなるところ

を， 1 シリング 1½ベンスと表現したとしても，それ
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を誤りとしてしりぞけるわけにはいかないだろう。と

ころが，小数を用いて， 細かく言えば 1シリング 1.6 

ペンスとなるものを， 1シリング 1.5ペンスと表現す

ると，概数としての印象が薄くなり，貨幣との繋がり

も疎遠になる。そういう意味で， 国民文庫版の表記

は，「エコノミスト」誌の原表から， さらに一歩誤記

の程度が大きくなったのではないか， という感じを，

私は強めていた。

その頃，小沢健二氏（農林水産省農業総合研究所・

経済学）から，長谷部文雄訳•河出書房版の複写を

お送りいただいた。故•長谷部氏は， 「ロシア語版，

1953年， にしたがって，数力所にわたり訂正した。」

と註記して，この表記を正確に訂正しておられること

を，知りえたのである。（近年の邦訳書では， 新日本

出版社版では正確な訂正がなされ，江夏・上杉訳『フ

ランス語版資本論」ではエディシオン・ソシアル版を

踏襲して，不正確な訂正に終っている）。

以上のように，英国出張中に恩師先輩友人から教え

ていただいた事柄の重なりが小稿とりまとめの機縁に

なっている。ここに記して謝意を表したい。

付表 現行マルクス・エンゲルス全集版『資本論』
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付表 2. 「ロンドン・エコノミスト」 1845年 3月29日号290頁。
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マルクスの統計の一面

付表 3. 初版 『資本論」(1867年）
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Karl Marx, Das Kapital, Erster Band; Erste Auflage, 1867, S. 665. 
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付表 4. 二版 「資本論」(1872年）
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Karl Marx, Das Kapital, Erster Band; Zweite Auflage, 1872, S. 705-706 
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マルクスの統計の一面

付表 5. 三版「資本論」 (1883年）
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Kral Marx, Das Kapital, Erster Band; Dritte Auflage, 1883, S. 698 
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付表 6 四版「資本論J(1890年）
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Karl Marx, Das Kapital, Erster Band, Vierte Auflage, Herausgegeben von 
Friedrich Engels, 1890, S. 642-643 
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マルクスの統計の一而

付表 7. カウッキー版「資本論」 (1914年）
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8. アドラッキー版「資本論」 (1932年）
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付表
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9. MEGA版「資本論』 (1983年）
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11 sh. 6d. 

5sh. 

:!sh. 

I sh. 6d. 

I sh 
I sh. 
2sh. 

I sh. 4d. 

l sh. 6d. 

l sh. 3'fzd. 

1 sh. 3½ d. 
1 sh. 6'fzd. 

1 sh. 6'fzd. 

g) Gesammt-

wochenlohn 

nach Abzug 

der Hausmiethe 

6sh. 

6sh. 6d. 

7sh. 

7sh. 

Ssh. 6d. 

5 sh. 8d. 

Ssh. 6d. 

5 sh. 8'/zd. 

5sh. 81/2d. 

5 sh. 51/2d. 

5sh. 5'/2d. 

h) Wochenlohn 

per Kopf 

I sh. 6d. 
1 sh. 3'/2d. 

I sh. 9d. 

I sh. 9d. 

I sh. 03/,d. 
lsh.l'/2d. 

I sh. 01/. d. 
Osh. 81/2d. 

Osh. 7 d. 

Osh. 11 d. 

I sh. 1 d. 

I sh. 
Osh. 10d. 

I sh. 

6sh. 

!Osh.8d. 

4sh. 

I sh. 

2sh. l'/id. 

2sh.' .. )／ 

1"6) London.,Economist". Jahrgang 1845, p. 290. 

Karl Marx, Das Kapital, Erster Band, Karl Marx-Friedrich Engels 

Gesamtausgabe, Zweite Abteilung, Band 5, Text, S. 546. 
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